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　10月17日(土)、第13回長崎街道原田宿「時代行列」が行われま
した。それぞれの衣装を身に付けた168人の原田小学校６年生児童
の皆さんが、原田小学校から筑紫神社まで歩きました。
　この取り組みは総合的な学習の一環で、筑前六宿の一つ原田宿の
調査などを通して地域の歴史に関心をもち、郷土への愛着をもつこ
とを目的としています。
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現
在
の
市
庁
舎
は
、
市
勢
の
発
展
に
よ
る

業
務
の
拡
大
な
ど
に
伴
う
増
築
や
改
築
の
た

め
建
物
が
分
散
し
、
訪
れ
た
市
民
が
利
用
し

に
く
い
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施

設
の
老
朽
化
や
耐
震
性
の
不
足
な
ど
多
く
の

課
題
や
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、新
市
庁
舎
建
設
に
向
け
て
検
討
を
進
め
、

今
後
の
新
市
庁
舎
建
設
の
検
討
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
案
を
示
す
「
筑
紫
野
市
庁
舎
建

設
基
本
方
針(

案)

」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
こ
の
基
本
方
針(

案)

の
主
な
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

戦
略
企
画
課 

戦
略
企
画
担
当

市
し

庁
ちょう

舎
し ゃ

建
け ん

設
せ つ

検
け ん

討
と う

の経
け い

緯
い

平成13年11月　筑紫野市新庁舎建設基本構想（案）の策定
平成14年７月　新庁舎建設審議会へ基本構想（案）を諮問
平成15年２月　新庁舎建設審議会による答申
平成15年３月　財政状況により新庁舎建設は見送り

平成23年11月　庁舎にかかるアンケート調査
　　　　　　　  73.1％が建て替えた方が良いとの意見

平成25年５月　筑紫野市庁舎建設検討委員会による検討を再開

平成27年３月　市議会に市庁舎建設調査研究特別委員会が設置

平成27年６月～７月　基本方針(案)の議会等説明

平成27年８月　基本方針(案)の市民説明会開催・
　　　　　　　  意見募集(パブリック・コメント)

平成27年10月  基本方針(案)のとおり九州森永乳業跡地を新市
庁舎建設の最適地として検討開始

新し
ん

市し

庁ち
ょ
う

舎し
ゃ

建け
ん

設せ
つ

に
向む

け
て
の
検け

ん

討と
う

状じ
ょ
う

況き
ょ
う

を
お
知し

ら
せ
し
ま
す

特集１



3 広報ちくしの 平成27年11月15日 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

「市
し

庁
ちょう

舎
し ゃ

建
け ん

設
せ つ

基
き

本
ほ ん

方
ほ う

針
し ん

(案
あん

)」の概
が い

要
よ う

① 建物の分散
　本館、第１別館～第５別館、さらには上下
水道庁舎と文化財担当事務所など建物が分散
していて利用しにくい。
② 県道を横断する建物などの配置
　来庁者は駐車場から県道を横断して利用す
るなど安全面の問題。
③ 建物の老朽化、耐震性の不足
　現市庁舎の現状の構造、耐震の状況では、
防災拠点機能としての役割を担うことは困難。
④ 施設や駐車場等の狭あいによる課題
　執務スペースは、職員一人当たり、人口千
人当たりの床面積が近隣市町では最も低い。
来庁者用駐車場も不足している。
⑤ バリアフリー対応
　エレベーターなども設置できず、高齢者や
障害者に配慮した十分なバリアフリー対応が
できない。
⑥ 都市計画道路による敷地の分断
　都市計画道路が現市庁舎の敷地を分断して
設定され、将来的な敷地利用に制約がある。

　将来の想定人口や新庁舎で働く職員数などの前提条
件に基づき、新庁舎に必要な延床面積や敷地面積など
を提案しています。
　なお、この基礎数値は、建設規模の目安とするもので、
庁舎の規模を確定するものではありません。

項目 新市庁舎検討の
基礎数値

（参考）
現市庁舎の状況

庁舎の規模
（延床面積）

14,000㎡
（上限）

本庁舎
約7,100㎡

駐車場面積 12,450㎡

来庁者＋公用車
＋職員

（本庁舎地区）
約4,600㎡

敷地面積 15,000㎡ 本庁舎地区
約10,100㎡

　庁舎整備の手法として、従来型の公共事業方式やＰ
ＦＩ方式、リース方式などが考えられます。
　仮に従来型の公共事業方式で建設する場合、概算事
業費は約88.3億円と試算しています。この金額は、あ
るべき庁舎の規模で示した基礎数値を算定の条件として、
他自治体の事例の平均単価や用地費などを根拠に試算
しています。
　財源については、庁舎建設基金(約23.8億円)や起債
の活用が考えられるほか、補助金の活用に最大限に努
めるとともに市有地の売却を進めるなど財源の確保に
努めることとしています。また、民間のノウハウ、資
金を活用できる部分については、市の収入確保が可能
な仕組みを検討します。

２ あるべき庁舎の規模

３ 概算事業費と財源

１現市庁舎が抱えている
課題や問題点

⑥ 都市計画道路設定
による分断

④駐車場の不足

③ 建物の老朽化、
耐震性の不足

①建物の分散
⑤ 不十分なバリアフ
リー対応

②県道の横断
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　あるべき庁舎の規模を踏まえ、以下の５カ所の検証を行った結果、九州森永乳業跡地(石崎１丁目)を
新庁舎建設の最適地として提案しています。

検討箇所 面積

① シルバー人材センター付近ゾーン
(現在の文化財担当事務所付近) 約4,998㎡

② 文化会館前バス停付近ゾーン 約25,899㎡(文化会館用地含む）

③ 天拝中学校付近ゾーン 位置が不確定

④ 九州森永乳業跡地ゾーン 約18,336㎡(全体)

⑤ 現市庁舎位置ゾーン 約10,072㎡

４ 新庁舎の位置

空から見た九州森永乳業跡地

⑤現市庁舎

②文化会館前
　バス停付近

④九州森永乳業跡地

③天拝中学校
　付近

①シルバー人材
　センター付近

④九州森永乳業跡地を新庁舎建設の最適地として検討を進める

●①シルバー人材センタ付近ゾーン、③天拝中学校付近ゾーンは、必要な用地(15,000㎡)
が不足し、新たな用地の選定が必要になる。

●⑤現市庁舎位置での建て替えは、県道を横断する状況や駐車場スペースの不足、都市計
画道路設定による敷地の分断などの課題や問題点が残り、有効なものとは言えない。

●②文化会館前バス停付近ゾーンは、文化会館が昭和58年建築(築32年)で耐用年数に至っ
てないことや建築基準法上、事務所系用途の建物の床面積が3,000㎡までという制限が
ある。

●④九州森永乳業跡地は、筑紫野市土地開発公社からの用地の買い戻しの必要があるものの、
法令上の制限は無い。

５カ所の主な検討内容



5 広報ちくしの 平成27年11月15日 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

　現在、策定中の第五次筑紫野市総合計画（平成28年度～平成31年度）などの上位計画との整合性、
社会経済情勢および市民アンケートの結果を踏まえ、新市庁舎整備に当たっての目指すべき姿を次の
とおりとします。

５ 目指すべき市庁舎の姿

　地域コミュニティとの連携拠点、安全安心の防災拠点、行政サービ
スの拠点として、市民が集える将来を見据えたコンパクトな庁舎

目指すべき市庁舎の姿

今
こん

後
ご

の検
けん

討
とう

の方
ほう

向
こう

性
せい

　今後については、「市庁舎建設基本方針(案)」に示す
内容に基づき、「九州森永乳業跡地」を新庁舎建設の
最適地として、施設整備手法や事業費と財源、配置計
画などの検討を市民の皆さまや市議会、関係機関など
のご意見をいただきながら進めてまいりますので、皆
さまのご理解とご協力をお願いします。

市
し

議
ぎ

会
かい

への動
うご

き
　市議会に設置された市庁舎建設調査研究特別委員会
に対しては、平成27年７月に「市庁舎建設基本方針(案)」
を提示・説明を行い、以降、委員会にて協議が進められ、
「市庁舎建設基本方針(案)」に示すとおり「新庁舎の位
置については、九州森永乳業跡地を新庁舎建設の最適
地として検討を進める」ことについて了承を得ました。

意
い

見
けん

募
ぼ

集
しゅう

(パブリック・コメント)や市
し

民
みん

説
せつ

明
めい

会
かい

で
「市

し

庁
ちょう

舎
しゃ

建
けん

設
せつ

基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん

(案
あん

)」に寄
よ

せられた意
い

見
けん

　「市庁舎建設基本方針(案)」を公表し、平成27年８月
３日(月)～９月１日(火)にかけて市民の皆さんに意見募
集(パブリック・コメント)を実施したところ、14人から
貴重なご意見が寄せられました。多数のご意見をお寄
せいただきありがとうございました。いただいたご意
見は、今後、新市庁舎建設を検討していくうえで、参
考にさせていただきます。また、今後の検討段階にお

いても、さらにご意見を伺いたいと考えています。以
下のとおり、いただいたご意見の一部をお知らせします。
いただいた全てのご意見と市の考え方は、市公式ホー
ムページでご覧になれます。
　また、平成27年８月18日(火)に開催した市民説明会で
いただいたご意見と市の考え方についても、市公式ホー
ムページでご覧になれます。

意
見
の
内
容

意
見
数

新
庁
舎
の
位
置

九
州
森
永
乳
業
跡
地
が
適
当

３

現
市
庁
舎
位
置
で
建
て
替
え

１

建
物
の
イ
メ
ー
ジ

無
駄
の
な
い
コ
ン
パ
ク
ト
な

建
物

４

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
の
発
想
で

建
設
し
な
い
で
欲
し
い

１

建
物
の
機
能

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

３

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減

４

事
業
費
や
財
源

概
算
事
業
費
約
88
億
円
は
高
い

１

市
有
財
産
の
売
却

１

他
施
設
併
設
に
よ
る
コ
ス
ト

削
減

１
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歳
入
は
、
１
・
２
％
の
減
少

　

歳
入
全
体
と
し
て
は
、
前
年
比
１
・
２
％

(

４
億
１
５
９
０
万
１
千
円)

の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
増
減
内
容
と
し
て
、市
税
は
、

個
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

な
ど
が
増
加
し
た
た
め
、
１
・
８
％(

２
億
３

４
２
０
万
８
千
円)

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
整
備
事
業
な
ど
の
補
助
金
が
減

少
し
た
た
め
、
国
県
支
出
金
が
２
・
４
％(

１

億
７
９
８
０
万
１
千
円)

の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
地
方
交
付
税
は
６
・
１
％(

２
億
５
４
４

８
万
８
千
円)

の
減
少
、
地
方
債
が
12
・
８
％

(

３
億
５
１
８
２
万
１
千
円)

の
減
少
、
繰
越

金
が
10
・
６
％(

１
億
５
８
６
４
万
４
千
円)

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

歳入の主な内訳
●自主財源　市が自主的に調達できるお金
　○市税　個人市民税や法人市民税、固定資産税など
　○繰入金・繰越金  前年度からの繰越金や基金から

の繰入金など
　○使用料及び手数料  市営住宅の家賃や公共施設の

使用料など
　○諸収入など  発掘調査受託事業収入や保育料など
●依存財源　国や県からの交付金や銀行からの借入金
　○地方交付税  全国どこでも必要最小限の行政サー

ビスが受けられるよう、国が交付す
るお金

　○国県支出金  特定の事業のために国や県が交付す
るお金

　○地方譲与税、各種交付金など
　　国や県が徴収した税金の一部を市に分配するもの
　○市債  大きな事業を行うための銀行などからの借

入金

区分 決算額 昨年度からの
増減額 構成比

市税 131億5,143万6千円 2億3,420万8千円 39.9%

繰入金・繰越
金など 15億9,362万8千円 3,026万7千円 4.8%

使用料及び手
数料 5億5,228万3千円 1,324万1千円 1.7%

諸収入など 23億3,025万4千円 △6,844万4千円 7.1%

地方交付税 39億229万2千円 △2億5,448万8千円 11.8%

国県支出金 74億1,307万3千円 △1億7,980万1千円 22.5%

地方譲与税、各
種交付金など 16億2,465万2千円 1億6,093万7千円 4.9%

市債 24億603万1千円 △3億5,182万1千円 7.3％

合計 329億7,364万9千円 △4億1,590万1千円 100.0%

一般会計歳入  329億7,364万9千円
●歳入決算状況 (割合)

市債
7.3％

地方譲与税、
各種交付金など
  4.9％

国県支出金
22.5％

地方交付税
11.8％

諸収入など  7.1％
使用料及び
手数料  1.7％

自主財源
53.5％

依存財源
46.5％

繰入金・
繰越金など
    4.8％

市税
39.9％

特集 2　平成26年度決算

筑
ち く

紫
し

野
の

市
し

の財
ざ い

政
せ い

状
じょう

況
きょう

をお知
し

らせします
 ●問い合わせ先　財政課

　決算は、１年間に皆さんが納めた市
税や国・県からの補助金がどれくらい
入ってきて、どのように使ったかとい
う結果報告です。平成26年度の決算と
財政の状況についてお知らせします。
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歳
出
は
、
０
・
３
％
の
増
加

　

増
減
の
主
な
要
因
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
民
生
費
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
が
１

億
６
７
５
９
万
円
増
加
、
障
害
者
総
合
支
援

法
に
基
づ
く
介
護
給
付
費
等
が
１
億
１
５
５

７
万
３
千
円
増
加
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
事
業
が
１
億
３
０
９
８
万
円
増
加
、

二
日
市
保
育
所
大
規
模
修
繕
事
業
が
２
億
１

４
４
４
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

•
土
木
費
は
、
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

事
業
が
３
億
９
１
５
６
万
２
千
円
減
少
、
市

道
「
上
原
田
線
」
道
路
新
設
事
業
が
９
３
４

２
万
８
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

•
総
務
費
は
、筑
紫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
が
４
億
６
９
４
０
万
６
千
円
減
少
、

公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金
が
１
億
９
８

８
７
万
７
千
円
増
加
、
創
生
振
興
基
金
積
立

金
が
１
億
７
８
０
５
万
３
千
円
減
少
し
ま
し

た
。

•
教
育
費
は
、
小
中
学
校
空
調
設
備
整
備
事

業
が
４
億
７
０
７
５
万
７
千
円
増
加
、
筑
紫

小
学
校
プ
ー
ル
改
築
事
業
が
１
億
８
１
７
８

万
７
千
円
増
加
、
共
同
調
理
場
施
設
整
備
事

業
が
１
億
１
６
６
５
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

•
公
債
費
は
、
地
方
債
定
例
償
還
元
金
が
１

億
３
３
４
５
万
５
千
円
減
少
、
繰
上
償
還
元

金
が
６
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

歳出の主な内訳
●民生費  子どもや高齢者、障害者などの福祉に使わ

れたお金
●土木費  道路や公園などの補修や建設などに使われ

たお金
●総務費  行政の運営や戸籍、税金徴収などに使われ

たお金
●教育費  教育や文化・スポーツなどに使われたお金
●公債費  市の借金の返済費用
●衛生費  健康診断や予防接種、ごみ処理などに使わ

れたお金
●その他  議会や農・商工業、消防などに使われたお金

費目 決算額 昨年度からの
増減額 構成比

民生費 129億4,026万8千円 7億6,369万5千円 40.3%

土木費 34億5,396万4千円 △4億3,478万7千円 10.8%

総務費 33億5,270万円 △6億1,613万1千円 10.4%

教育費 33億1,261万1千円 8億7,291万2千円 10.3%

公債費 31億7,711万3千円 △7億9,410万3千円 9.9%

衛生費 27億4,560万円 △704万2千円 8.5%

その他 31億5,990万8千円 3億86万6千円 9.8%

合計 321億4,216万4千円 8,541万円 100.0%

平成26年度一般会計歳入歳出決算状況
平成26年度筑紫野市一般会計決算額
　●収入額　329億7,364万9千円 (333億8,955万円)
　●支出額　321億4,216万4千円 (320億5,675万4千円)
　●収支差引額(収入-支出)　8億3,148万5千円 (13億3,279万6千円)
　●純黒字額※　6億5,128万7千円 (6億2,617万4千円)
　※ 「純黒字額」とは、「収支差引額」から翌年度に繰越して使うことが決まって

いる財源を引いた額です。(  )内は平成25年度の額です。

一般会計歳出  321億4,216万4千円
●歳出目的別決算状況 (割合)

土木費
10.8％

総務費
10.4％

教育費
10.3％

公債費
9.9％

衛生費
8.5％

その他
9.8％

民生費
40.3％
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指
し

標
ひょう

から見
み

る筑
ち く

紫
し

野
の

市
し

の状
じょう

況
きょう

財
ざい

政
せい

力
りょく

指
し

数
すう

　地方税など自治体の標準的な収入で合理的に行政運
営を行った場合にどこまで必要経費が賄えるかを測定
する指標です。この指数は「１」に近く「１」を超え
るほど財源に余裕があるとされています。
　平成26年度は、前年度より0.008ポイント改善し
ました。

26年度は 0.737(前年度0.729)
県内26市中２位
　財政力指数の推移

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

H22

0.764 0.750 0.735 0.729 0.737

H23 H24 H25 H26（年度）

経
けい

常
じょう

収
しゅう

支
し

比
ひ

率
りつ

　毎年決まって入ってくるお金(地方税、普通交付税な
ど)が、毎年決まって出ていくお金(人件費、借金の返
済など)に、どの程度充てられているかを示す指標です。
この比率が低いほど財政構造が弾力性に富んでいると
されています。
　平成26年度は、前年度より1.0ポイント上回りまし
たが、ここ数年はほぼ横ばいで推移しています。

26年度は 87.8％(前年度86.8％)
県内26市中５位
　経常収支比率の推移
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H22
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地
ち

方
ほう

債
さい

　地方債は、自治体の借金のことです。今後も計画的
な借入・償還に努めていきます。
平成26年度末現在高
　一般会計 285億9,726万3千円
　特別会計 16億9,014万円
　水道事業 55億9,416万1千円
　下水道事業 118億3,257万9千円
　平成26年度は、前年度に引き続き、新たな地方債の
発行を抑えたことにより、公債費（借金の返済）が地
方債発行額を上回ったことで、地方債の現在高が約17
億円減少しました。

0
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308 296 297 290 286

142 136 130 125 118

41 33 26 21 17
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H22
■一般会計　■特別会計　■水道事業　■下水道事業

H23 H24 H25 H26（年度）

（億円）

地方債の推移

基
き

金
き ん

　基金は、自治体の貯金のことです。今後も計画的な
積立・取崩に努めていきます。

平成26年度末現在高
　一般会計 78億4,045万9千円
　特別会計 6億3,000万8千円

　平成26年度は、前年度に引き続き、新たな基金の取
崩しを抑えたことにより、積立金が取崩額を上回った
ことで、基金の現在高が約3億円増加しました。
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基金残高の推移
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　健全化判断比率は、『地方公共団体の財政の健全化に
関する法律』による指標で、実質赤字比率、連結実質
赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率からなり、
いずれかが早期健全化基準以上の場合には、「財政健全
化計画」を定めなければならず、また、将来負担比率
を除く、いずれかの指標が財政再生基準以上の場合に
は、「財政再生計画」を定めなければなりません。

　資金不足比率は、公営企業における資金不足額の事
業規模に対する割合であり、経営健全化基準以上の場
合には、「経営健全化計画」を定めることになります。
　平成26年度決算に基づく本市の比率は、下表のとお
りいずれも早期健全化基準等を下回り、財政状況は前
年度に引き続き健全段階であるという結果となってい
ます。

健
けん

全
ぜん

化
か

判
はん

断
だん

比
ひ

率
りつ

・資
し

金
きん

不
ぶ

足
そく

比
ひ

率
りつ

健全化判断比率 解説 筑紫野市 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 標準財政規模に対する一般会計などの赤字の割合 －　％ 12.56％ 20.00％

連結実質赤字比率 標準財政規模に対する全会計の赤字の割合(財産区
会計を除く) －　％ 17.56％ 30.00％

実質公債費比率 標準財政規模に対する１年間で支払った借入金返
済額などの割合 9.4％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 標準財政規模に対する将来支払う借入金返済額な
どの割合 12.4％ 350.0％

資金不足比率 解説 筑紫野市 経営健全化基準

資金不足比率
（水道事業・下水道事業・
農業集落排水事業）

公営企業ごとの事業規模に対する資金不足
額の割合 －　％ 20.0％

・実質赤字比率、連結実質赤字比率および資金不足比率は、赤字額または不足額ともに生じていないため「－ ％」表記となっています。

特
とく

別
べつ

会
かい

計
けい

決
けっ

算
さん

収
しゅう

支
し

会計名
歳入決算額 歳出決算額

平成26年度 平成25年度 平成26年度 平成25年度
国民健康保険事業 100億4,868万5千円 96億7,149万1千円 98億4,614万4千円 95億4,348万1千円

住宅新築資金等貸付事業 2,532万8千円 2,105万円 2,015万3千円 646万6千円

奨学資金貸与事業 512万1千円 469万9千円 512万1千円 469万9千円

介護保険事業 57億4,188万2千円 54億3,828万3千円 56億2,510万5千円 53億2,242万8千円

後期高齢者医療事業 20億4,588万円 19億6,326万7千円 20億295万5千円 19億2,736万9千円

農業集落排水事業 2億2,308万円 2億1,952万9千円 2億2,308万円 2億1,952万9千円

土地取得事業 2億8,553万1千円 4億6,645万9千円 2億8,553万1千円 4億6,645万9千円

二日市財産区 5,669万5千円 298万5千円 5,669万5千円 298万5千円

御笠財産区 1,536万5千円 1,293万9千円 447万4千円 879万4千円

平等寺山財産区 3,433万7千円 3,552万4千円 3,390万3千円 3,257万5千円

計 184億8,190万4千円 178億3,622万6千円 181億316万1千円 175億3,478万5千円

公
こう

営
えい

企
き

業
ぎょう

会
かい

計
けい

決
けっ

算
さん

収
しゅう

支
し

会計名
収入決算額 支出決算額

平成26年度 平成25年度 平成26年度 平成25年度

水道事業
収益的収支 19億8,751万2千円 18億423万2千円 18億3,343万1千円 16億9,848万3千円

資本的収支 1億6,582万8千円 1億9,858万7千円 6億7,868万2千円 6億7,835万9千円

下水道事業
収益的収支 22億2,812万9千円 18億1,983万円 20億6,674万1千円 17億3,141万6千円

資本的収支 9億2,324万6千円 11億9,257万4千円 15億1,323万2千円 18億5,117万1千円

計 53億471万5千円 50億1,522万3千円 60億9,208万6千円 59億5,942万9千円

国民健康保険などの事業は、保険料など特定の収入によって行うため、一般会計とは別に
会計を設けています。

地方公営企業法の適用を受け、公営企業会計による独立採算制をとっています。
 (消費税等込)
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平成26年度 実
じ っ

施
し

した主
お も

な事
じ

業
ぎょう

■ふるさと応援寄附金納付促進事業
　 12,124千円
　ふるさと応援寄附金の納附促進のため、特産品の送付
を行っています。平成26年９月から受付事務の自動化を
行い、寄附件数、寄附金額ともに大幅に増加しました。

■ファイナンシャルプランナー活用事業
　 240千円
　市税等の滞納者に多重債務などの問題を抱えている人
が多い現状から、金融問題の専門家であるファイナンシャ
ルプランナーによる相談を行っています。

行財政改革重点施策１

設置した観光案内板

■青年就農給付金事業
 7,500千円
　就農初期段階の青年就農者に給付金を交付しました。
平成26年度は新たに３人の就農者支援を行いました。

■緊急経済対策事業住宅改修工事補助金
 8,000千円
　市民が市内の施工業者によって住宅の改修工事を行う
場合に、経費の一部を助成しています。

■観光ルート整備事業 7,982千円
　湯町から天拝公園にかけて、新規案内板３カ所、地図
補修５カ所、誘導標識１カ所、路面標示板３カ所を設置
しました。

産業・雇用をつくる重点施策２

■生活困窮者自立支援事業 5,490千円
　生活の安定・自立に向けて、専門の支援員を配置し、
「暮らしの困りごと相談」窓口を開設しました。

■市民後見人養成研修事業 745千円
　市民後見人養成研修終了者の資質の維持・向上の
ため、フォローアップ研修を実施しました。

■療育相談事業 7,077千円
　臨床心理士などによる療育相談や療育指導、関係機関
への連絡調整などを行っています。平成26年度は、111
人の子どもに関して新規相談を受け付けました。

■二日市保育所大規模修繕事業
　 220,053千円
　入所児童の安全で快適な保育環境の整備のため、耐震
化や保育室の修繕を行いました。

修繕が完了した二日市保育所

生活をまもる重点施策３

■市民協働事業 2,256千円
　公共的な課題を市民、企業、行政が協働して解決しま
す。平成26年度は、12件の市民提案型事業と２件の市役
所提案型事業を実施しました。

■筑紫コミュニティセンター建設事業
　 27,851千円
　筑紫コミュニティセンターは、平成26年７月に開館し、
平成26年度は備品の納入や外構工事などを行いました。

共助社会づくり重点施策４
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11 広報ちくしの 平成27年11月15日 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

　市では、市民の皆さんが納めた税金の使い道や、市の財政がどのようになっているかを公表しています。
　今回は、平成27年度の上半期(平成27年９月30日現在)の歳入歳出予算の執行状況を紹介します。
　詳しい内容は、市ホームページに掲載しています。 ●問い合わせ先　財政課

会計名 予算現額A 収入済額B 収入率
B/A×100 支出済額C 執行率

C/A×100
一般会計 310億1,784万6千円 147億1,252万1千円 47.4% 115億6,191万9千円 37.3%

国民健康保険事業 112億3,200万1千円 44億8,341万1千円 39.9% 47億3,968万4千円 42.2%

住宅新築資金等貸付事業 567万9千円 927万2千円 163.3% 221万8千円 39.1%

奨学資金貸与事業 853万2千円 127万6千円 15.0% 401万7千円 47.1%

介護保険事業 59億6,114万8千円 23億1,472万8千円 38.8% 24億2,046万4千円 40.6%

後期高齢者医療事業 21億4,609万円 4億5,203万3千円 21.1% 9億3,987万3千円 43.8%

農業集落排水事業 2億2,645万9千円 1,514万4千円 6.7% 8,545万9千円 37.7%

土地取得事業 1億5,105万1千円 0円 0.0% 7,585万4千円 50.2%

二日市財産区 320万5千円 135万5千円 42.3% 8千円 0.2%

御笠財産区 1,684万円 10万5千円 0.6% 3万6千円 0.2%

平等寺山財産区 3,355万3千円 231万5千円 6.9% 14万円 0.4%

合　計 508億240万4千円 219億9,216万円 43.3% 198億2,967万2千円 39.0%

財産の現在高

・土地　251万6,981㎡ （平成27年3月31日現在）

・建物　21万8,008㎡ （平成27年3月31日現在）

・基金　84億7,046万7千円 （平成27年9月30日現在）

市債及び一時借入金の現在高

・一般会計 281億5,445万5千円（平成27年度末見込）

・特別会計 14億2,883万6千円（平成27年度末見込）

・一時借入金（全会計） 0円（平成27年9月30日現在）

市民の税負担状況   平成27年9月30日現在の人口　102,404人

・市民一人あたりの市税負担額　69,523円（市税収入済額71億1,942万5千円に対する額）

平成27年度上
かみ

半
はん

期
き

　筑
ちく

紫
し

野
の

市
し

の財
ざい

政
せい

運
うん

営
えい

の状
じょう

況
きょう

をお知
し

らせします

■コミュニティ・スクール推進事業
　 971千円
　市内の小中学校のコミュニティ・スクール全校完全移
行を目指して、平成26年度は小中学校４校をコミュニティ・
スクールとして指定しました。

■読書活動推進事業
 14,931千円
　読書習慣の定着を図るため、小中学校に学校司書を配
置しました。また、各小中学校の図書館の充実のため、
図書を購入しました。

■筑紫小学校プール改築事業
　 181,787千円
　経年劣化していた筑紫小学校のプール改築を行い、平
成27年３月をもって完了しました。

改築を行った筑紫小学校プール

未来をつくる重点施策５
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９
月
27
日(
日)
、「
第
２
回
徘
徊
模
擬
訓
練

イ
ン
み
か
さ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、地
域
の
市
民
の
皆
さ
ん
、

関
係
団
体
の
皆
さ
ん
、
行
政
が
一
体
と
な
り

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で

２
回
目
と
な
り
ま
す
。

●
目
的

　

徘
徊
者
の
捜
索
お
よ
び
声
か
け
を
通
じ
、

徘
徊
者
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、

人
に
優
し
い
ま
ち
を
目
指
す
も
の
で
す
。

▽
徘
徊
し
て
い
る
人
へ
の
「
気
づ
き
」
の
目

を
養
う
。

▽
気
が
か
り
な
高
齢
者
に
勇
気
を
持
っ
て「
声

か
け
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

▽
安
心
し
て
徘
徊
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、

関
係
者
の
「
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
つ

く
る
。

●
主
催

　

御
笠
ま
ち
づ
く
り
振
興
会(

安
全
安
心
部
会
・

健
康
福
祉
部
会
の
共
催)

●
参
加

　

御
笠
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
、
御
笠
老
人
ク

ラ
ブ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
福
祉
委
員
、

筑
紫
野
市
消
防
団(

御
笠
分
団
・
女
性
班)

、

筑
紫
野
市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会
、
市
内

の
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
筑
紫

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
筑
紫
野
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
シ
ス
ト
桜
台
な
ど
、
１

８
８
人

●
実
施
地
域

　

阿
志
岐
小
学
校
校
区

●
実
施
方
法

　

実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
２
月
か
ら
８
回

の
会
議
を
重
ね
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

３
回
の
事
前
講
習
会
を
行
い
、
参
加
者
は

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
受
講
の

上
、
こ
の
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

▽
徘
徊
班

　

徘
徊
者
10
人
と
補
助
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が

徘
徊
す
る
。

▽
捜
索
・
声
か
け
班

　

１
班
３
人
で
30
班(

90
人)

、青
色
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
５
班
の
計
35
班
を
編
成
し
、
捜
索
・
声

か
け
の
訓
練
を
行
う
。(

必
ず
１
人
は
地
理
に

詳
し
い
人
が
参
加)

　

な
お
、
捜
索
・
声
か
け
班
に
は
、「
所
在
不

明
者
情
報
」
を
記
載
し
た
「
情
報
確
認
シ
ー

ト
」
が
配
布
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
所
在
不

明
者
情
報
を
把
握
し
、
実
施
し
ま
し
た
。訓練開始前のオリエンテーション

配布された情報確認シート

所在不明者情報
・名前
　阿志岐　太郎(男性)
　阿志岐　花子(女性)
・住所　筑紫野市
　　　　大字阿志岐
・所在不明発覚時間
　前日の夕方ごろ
・衣服　不明
・持ち物  帽子と傘をいつも

持ち歩いている
・認知症　有り
・徘徊歴　有り

誰だ
れ

も
が
安あ

ん
　
し
ん心
し
て
暮く

ら
せ
る
ま
ち
を
目め

　
ざ指
し
て

「
第
２
回
徘は

い
　
か
い
　
も
　
ぎ
　
く
ん
　
れ
ん

徊
模
擬
訓
練
イ
ン
み
か
さ
」
が
開か

い
　
さ
い催
さ
れ
ま
し
た
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●
反
省
会

　

訓
練
終
了
後
の
反
省
会
で
は
、
徘
徊
班
、

捜
索
・
声
か
け
班
の
皆
さ
ん
か
ら
積
極
的
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
捜
索
・
声
か
け
班
か
ら

•
徘
徊
者
の
歩
く
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
て
、
追

い
つ
く
の
に
大
変
だ
っ
た
。
声
か
け
は
、

は
じ
め
は
、び
っ
く
り
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

あ
い
さ
つ
を
し
て
、
徐
々
に
声
か
け
を
す

る
よ
う
に
し
た
。

•
男
性
に
対
し
て
、

女
性
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
声
か

け
の
仕
方
を
ど

う
し
た
ら
よ
い

か
戸
惑
っ
た
。
正
面
か
ら
行
っ
て
拒
否
さ

れ
て
、
側
面
か
ら
し
た
り
し
た
。

•
地
域
で
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
重
要

性
な
ど
を
実
感
し
た
。
支
援
や
声
か
け
の

仕
方
が
勉
強
に
な
り
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
。

▽
徘
徊
班
か
ら

•
笑
顔
で
寄
り
添
っ
た
対
応
、
自
然
な
声
か

け
が
行
わ
れ
た
の
は
良
か
っ
た
。
反
省
点

は
、
公
民
館
に
行
こ

う
と
す
ぐ
誘
わ
れ
た
。

飴
玉
を
く
れ
た
。
の

ど
に
詰
ま
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
飲
み
物

の
方
が
よ
い
。
前
に

立
ち
は
だ
か
っ
た

り
、
後
ろ
か
ら
の

声
か
け
が
あ
っ
た
。

男
性
か
ら
の
声
か

け
が
少
な
く
、
女

性
の
方
が
多
か
っ

た
。
○
○
さ
ん
で
す
よ
ね
、
と
決
め
付
け

て
の
問
い
か
け
は
、
旧
姓
で
覚
え
て
い
る

人
が
い
る
の
で
あ
ま
り
良
く
な
い
。

　

前
回
の
訓
練
を
受
け
て
、
今
回
は
、

捜
索
よ
り
も
声
か
け
を
重
視
し
て
実
施

し
た
。
声
か
け
が
で
き
る
機
会
を
増
や

す
た
め
に
徘
徊
役
の
人
も
増
や
し
た
。

(

※
前
回
は
徘
徊
役
２
人)

　

結
果
は
、
全
体
で
55
件
の
声
か
け
が

で
き
た
。
全
て
の
班
が
必
ず
１
人
に
は

声
か
け
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
今
回

の
目
的
は
達
成
で
き
た
と
思
う
。
次
回

に
向
け
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
。

第２回徘徊模擬訓練
インみかさ 実行委員長
藤木 和啓さん

●
問
い
合
わ
せ
先

　

御
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎(

９
２
２)

２
６
０
１

▲ ▶ 積極的に声かけができました

▲徘徊者の前に立ちはだからず付き添いながら話す

▲県道沿いを捜索▲天山地区を行く徘徊役の皆さん

●訓練のようす
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通
算
50
回
目
と
な
る
移
動
市

長
室
を
、
９
月
30
日(

水)
に
御

笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
御
笠
青
色
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
と
懇
談
を
行
い
、

窪
田
会
長
を
は
じ
め
12
人
の
会

員
の
皆
さ
ん
と
御
笠
駐
在
所
員

の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

御
笠
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、

平
成
19
年
２
月
に
設
立
し
た
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
活
動
の

範
囲
は
吉
木
小
学
校
区
と
阿
志
岐

小
学
校
区
と
い
う
市
内
の
約
４
分

の
１
を
占
め
る
地
域
に
及
び
ま
す
。

現
在
、
正
会
員
99
人
、
賛
助
会
員

１
人
・
３
団
体
、
青
色
パ
ト
ロ
ー

ル
車
10
台
で
構
成
、
設
立
か
ら
の

運
行
実
績
は
、
回
数
に
し
て
３
９

２
０
回
、
そ
の
走
行
距
離
は
９
９

５
３
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
数
え
、

地
球
を
２
周
以
上
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
体
験
パ
ト
ロ
ー
ル

と
し
て
、
２
台
の
車
に
市
長
や
市

職
員
が
同
乗
、
周
辺
の
団
地
や
道

路
を
巡
回
し
な
が
ら
、
日
ご
ろ
の

パ
ト
ロ
ー
ル
の
状
況
や
危
険
箇
所

確
認
な
ど
、
活
動
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

懇
談
で
は
、
隊
の
概
要
と
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
両
校
区
内
の
民
生

委
員
が
発
起
人
と
な
り
初
期
費
用

を
拠
出
し
た
こ
と
、
10
台
の
う
ち

１
台
は
日
本
財
団
か
ら
の
寄
贈
車

で
あ
る
が
、
残
り
は
会
員
の
マ
イ

カ
ー
で
あ
る
こ
と
、
隊
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
『
御
笠
地
区
が
好
き

だ
！
だ
か
ら
我
々
で
パ
ト
ロ
ー
ル

し
よ
う
！
』
を
掲
げ
活
動
し
て
い

る
こ
と
、
パ
ト
ロ
ー
ル
方
法
に
つ

い
て
は
11
通
り
あ
り
、
９
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
班
分
け
し
画
一
的
な
活

動
方
式
を
取
ら
ず
に
ツ
ー
ル
と
ル
ー

ル
の
み
統
一
し
て
行
う
「
通
常
パ

ト
」
を
は
じ
め
、
女
性
だ
け
で
活

動
す
る
「
ス
マ
イ
ル
・
パ
ト
」、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
若
い
お
父
さ
ん
た
ち

が
活
動
す
る
「
Ｐ
Ｐ
Ⅱ
・
パ
ト
」、

福
祉
の
観
点
か
ら
特
に
高
齢
者
の

見
守
り
に
活
用
す
る
「
声
掛
け
模

擬
訓
練
パ
ト
」
な
ど
、
具
体
的
な

内
容
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
報
告
内
容
の
質
疑
応

答
や
要
望
事
項
、
青
パ
ト
団
体
同

士
の
交
流
機
会
を
持
ち
た
い
と
い

う
思
い
に
つ
い
て
な
ど
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
行
政
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
予
算
や
関

係
す
る
市
の
事
業
に
つ
い
て
、
市

長
か
ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
の
中
で
の
提
案
や
意
見
は
、

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
実
施
に

向
け
て
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

今
後
の
市
政
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
広
報
課

藤
田
市
長
の
一
言

　

皆
さ
ん
た
ち
の
活
動
は
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
第
50
回
と
い
う
記
念
す
べ

き
移
動
市
長
室
で
し
た
が
、
非
常
に
有

意
義
で
市
に
と
っ
て
大
変
に
参
考
に
な

る
活
動
風
景
、
ま
た
、
説
明
の
中
で
も

参
考
に
な
る
項
目
が
多
い
内
容
で
し
た
。

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
日
の
こ

と
を
し
っ
か
り
持
ち
帰
り
、
市
の
今
後

の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
に

立
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

御
笠
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
皆
様
、

本
当
に
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

〜
御み

笠か
さ

青あ
お

色い
ろ

パ
ト
ロ
ー
ル
隊た

い

繋つ
な

が
る
・
広ひ

ろ

が
る
青あ

お

色い
ろ

パ
ト
ロ
ー
ル
活か

つ

動ど
う

〜

移い

動ど
う　

市し

長ち
ょ
う

室し
つ
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■市役所からのお知らせ

12
月
は
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞た

い

納の
う

!!
県け

ん

下か

一い
っ

斉せ
い

徴ち
ょ
う

収し
ゅ
う

強き
ょ
う

化か

月げ
っ

間か
ん

」
で
す

　市では、福岡県および県内市町村と連
携し、12月を「県下一斉徴収強化月間」
と位置づけ、県下一斉に徴収対策を強化
するとともに、納税推進に向けた広報な
どさまざまな取り組みを行います。
　この取り組みは、滞納者に対する差押
えなどの滞納処分を進めるとともに、市
民の皆さんの納税および徴収への理解を
促進し、新たな滞納の防止を図ることで、
個人住民税をはじめとする地方税の徴収
率の向上と滞納縮減を目的とするものです。

●期間　強化月間
　12月(取組期間　11月～12月)

●取組内容
　取組期間中は、広報による納税推進、
滞納に対する催告の強化、差押やタイヤ
ロック、捜索などの滞納処分の強化など、
県および市町村ごとにさまざまな徴収対
策を実施します。

滞納処分の流れ
督促状を送付し、未納分を納付
するよう督促し、それでも納付
が無い場合は、催告書の送付や
電話による催告を行います。

官公庁、勤務先、金融機関、取
引先、滞納者の財産を占有する
第三者などに対して調査を行い
ます。対象となる財産は、給与、
預貯金、不動産、動産、自動車
などです。

財産調査や捜索により発見した
滞納者の財産を差押え、滞納者
やその財産の利害関係者に「差
押通知書」を送付します。

差押えた財産は、債権の取立て
や公売会、インターネット公売
により換価し、滞納市税に充当
します。

督促・催告

財産調査

財産差押

換価処分
充当

県下一斉 徴収強化月間STOP 滞
納!!

税金は、納期限内に納めましょう。
　納税は日本国憲法に定められた国民の３大義務の
一つです。税金を納期限までに納付せず、滞納した
ままにしておくことは納期限内に納付している大多
数の納税者との公平性を欠くことになります。
　また、税金は市の自主財源の多くを占めているこ
とから、滞納が増えると市の財政を圧迫し、住民サー
ビスの低下につながりかねません。滞納となった税
金を徴収するためにも多額の費用がかかります。
　市税を有効に活用するためにも、納期内納付にご
協力ください。
●問い合わせ先　収納課

　筑紫地区の市町(筑紫野市・春日市・大野城市・
太宰府市・那珂川町)および福岡県では、市町税、
県税の滞納処分により差押えた財産（日用品や家
電品など）を公売します。事前の申し込みは必要
ありません。気軽にご参加ください。
●日時　平成28年２月６日(土)、12時30分開場
●場所　二日市小学校　多目的ホール

●持参するもの　購入代金・身分証明書(運転免許
証など)・印鑑・委任状(代理人の場合)
●問い合わせ先
▽市収納課　☎(９２３)１１１１　
▽地方税収対策本部筑紫地区特別対策班
　(県筑紫県税事務所)☎(７０７)０５０６

筑
ちく

紫
し

地
ち

区
く

合
ごう

同
どう

公
こう

売
ばい

会
かい

▲捜索時の差押品の搬出

▼自動車へのミラーズロック

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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水み
ず

城き

・
大お

お

野の

城じ
ょ
う

・
基き

肄い

城じ
ょ
う

１
３

５
０
年ね

ん

記き

念ね
ん

イ
ベ
ン
ト
を
開か

い

催さ
い

し
ま
す

●
日
時　

12
月
５
日(
土)

　

▽
第
１
部　

10
時
〜
12
時　

  

　

▽
第
２
部　

13
時
〜
16
時
30
分

※
参
加
無
料

●
場
所　

大
野
城
市
ま
ど
か
ぴ
あ
１
階　

大

ホ
ー
ル

●
内
容

【
第
１
部　

記
念
式
典
】(

事
前
申
込
不
要)

▽
記
念
講
演　

佐
藤 

正
知
さ
ん(

文
化
庁
主

任
調
査
官)

▽
基
調
講
演
「
大
宰
府
都
城
の
形
成
と
律
令

体
制
」
小
田 

富
士
雄
さ
ん(

福
岡
大
学
名
誉

教
授)

【
第
２
部　

調
査
報
告　
大
野
城
跡
・
基
肄
城

跡
】(

要
事
前
申
込)

特
別
講
演　
「
先
人
の
心
を
次
代
へ
つ
な
ぐ
」

里
中 

満
智
子
さ
ん(

漫
画
家)

【
子
ど
も
ス
テ
ー
ジ
】

▽
基
山
町
立
小
中
学
校
合
同
創
作
劇
「
こ
こ

ろ
つ
な
い
で
」

▽
大
野
城
市
立
大
野
小
学
校
学
習
発
表
「
自

慢
の
ふ
る
さ
と
」

▽
大
野
城
市
立
平
野
中
学
校
合
唱
フ
ィ
ナ
ー

レ
「
私
の
ふ
る
さ
と
」

●
申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
裏
面
に
「
１
３
５
０
年
記
念

式
典
参
加
希
望
」、
両
面
に
「
住
所
、
氏
名
」

を
記
入
。

※
往
復
は
が
き
１
枚
で
２
人
ま
で
申
し
込
み

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
「
２
名
希
望
」

と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

●
申
込
期
限　

11
月
24
日(

火)

必
着

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
816-

8510(

住
所
記
入
不
要)

大
野
城
市
役
所
自

治
戦
略
課(

事
務
局)

宛

☎(

５
０
１)

２
２
１
１

 

劇げ
き

で
解か

い

説せ
つ

！

よ
く
分わ

か
る
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

　

ち
く
し
の
高
年
大
学
の
特
別
公
開
講
座
と

し
て
、
た
が
わ
21
女
性
会
議
の
創
作
劇
「
蒔

(

ま)

か
ん
と
生(

は)

え
ん
！
」が
筑
紫
野
市
で

上
演
さ
れ
ま
す
。
お
芝
居
を
通
し
て
、
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
参
加
無
料

●
日
時　

12
月
１
日(

火)

、
10
時
〜
12
時

●
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
さ
ん
あ

い
ホ
ー
ル

●
講
師　

た
が
わ
21
女
性
会
議

●
定
員　

先
着
50
人(

一
般
申
し
込
み
分)

●
託
児(

６
カ
月
〜
就
学
前
ま
で)

　

託
児
希
望
の
場
合
は
、「
子
ど
も
の
名
前(

ふ

り
が
な)

と
年
齢
、Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号(

ま
た
は
住
所
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス)

」
を
参
加
申
し
込
み
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。(

先
着
10
人) 

11
月
25

日(

水)

期
限
。

●
申
込
方
法　

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル

で「
①
氏
名　

②
電
話
番
号(

も
し
く
は
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス)

」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

男
女
共
同
参
画
推
進
課(

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内)▽
☎(

９
１
８)

１
３
１
１

▽
電
子
メ
ー
ルdanjo@

city.chikushino.
fukuoka.jp

野の

焼や

き
は
禁き

ん

止し

さ
れ
て
い
ま
す

　

家
庭
用
の
焼
却
炉
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
ん
だ

場
所
ま
た
は
ド
ラ
ム
缶
な
ど
で
燃
や
す
と
い
っ

た
野
焼
き
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
法
律
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
煙
や
臭
い
、
灰
な
ど
が
飛
散

し
、「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
く
」「
臭
く
て
窓

が
開
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
、
近
所
の
人
の
迷

惑
に
な
る
だ
け
で
な
く
、燃
や
す
も
の
に
よ
っ

て
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
発
生
や
火

災
の
危
険
が
伴
い
ま
す
。

●
野
焼
き
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
す
！

　

法
律
に
よ
り
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▽
個
人
の
場
合　

５
年
以
下
の
懲
役
、
も
し

く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

▽
法
人
の
場
合　

３
億
円
以
下
の
罰
金

●
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の

▽
災
害
な
ど
の
予
防
、
応
急
対
策
の
た
め
に

必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

▽
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

▽
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼
却　

▽
た
き
火
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
で
通
常
行

わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な

も
の　

※
た
だ
し
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
も
悪
臭
や
煙
な
ど
で
周
囲
か
ら
苦

情
が
出
る
よ
う
な
場
合
は
、
焼
却
を
中
止
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、タ
イ
ヤ
や
ビ
ニ
ー
ル
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
い
か
な
る
場
合
も
焼

却
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
は
燃
や
さ
ず
に
市
の
指
定
袋
に
入
れ

る
な
ど
し
て
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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■市役所からのお知らせ

「
暮く

ら
し
の
困こ

ま

り
ご
と
相そ

う

談だ
ん

」

窓ま
ど

口ぐ
ち

に
相そ

う

談だ
ん

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
生
活
な
ど
に
困
っ
て
い
る
人
の
相

談
を
受
け
て
、
経
験
豊
か
な
支
援
員
が
一
緒

に
考
え
、
生
活
の
安
定
・
自
立
に
向
け
専
門

機
関
と
連
携
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
り
の
人
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
相
談
内
容(

例)

　

▽
仕
事
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い

　

▽
家
賃
が
払
え
な
い

　

▽
家
族
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る　

な
ど

※
相
談
無
料
、
個
人
の
情
報
・
秘
密
は
守
り

ま
す
。

●
相
談
窓
口

　

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談

(

市
役
所
第
２
別
館
１
階)

●
受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日
の
８
時
30
分
〜
17
時

(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く)

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当

子こ

ど
も
読ど

く

書し
ょ

講こ
う

座ざ　

冬ふ
ゆ

の
お
た
の
し
み
会か

い

テ
ー
マ「
ほ
か
ほ
か　
わ
く
わ
く
」

　

図
書
館
の
集
会
室
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

読
書
活
動
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は

な
し
ど
ん
ど
ん
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
た
の

し
み
会
で
す
。

　

お
は
な
し
や
音

楽
、
本
の
紹
介
、

人
形
劇
な
ど
楽
し

い
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

参
加
費
や
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。
小
さ
な
子
ど
も
は
大
人

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
12
日(

土)

、
14
時
〜
15
時
30

分●
場
所　

市
民
図
書
館　

集
会
室

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
図
書
館
☎(

９
２
８)
４
３
４
３

嘱し
ょ
く

託た
く

職し
ょ
く

員い
ん(

保ほ

健け
ん

師し)

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し

ま
す

　

健
康
推
進
課
で
は
、
京
町
児
童
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
す
る
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
資
格

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
人

▽
保
健
師
の
資
格
取
得
者

▽
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

▽
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

▽
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
し
な
い

●
採
用
予
定
人
数　

１
人

●
勤
務
内
容　

同
和
地
区
に
お
け
る
保
健
事

業
に
関
す
る
保
健
師
業
務(

健
康
相
談
・
健
康

教
育
・
家
庭
訪
問
な
ど)

●
勤
務
場
所　

京
町
児
童
セ
ン
タ
ー

●
勤
務
時
間
・
休
暇　

月
〜
金
曜
日
の
週
５

日
、
９
時
〜
17
時
30
分
勤
務(

有
給
休
暇
の
ほ

か
、
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す)

●
任
用
予
定
期
間　

平
成
28
年
１
月
19
日
〜

３
月
31
日　

※
変
更
、
更
新
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
報
酬　

月
額
20
万
１
８
０
０
円

●
諸
手
当
、
社
会
保
険　

時
間
外
勤
務
手
当

て
は
別
途
支
給
。
交
通
費
や
ボ
ー
ナ
ス
の
支

給
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
保
険
、厚
生
年
金
、

雇
用
保
険
に
係
る
保
険
料
の
本
人
負
担
が
あ

り
ま
す
。

●
提
出
書
類　

公
募
申
込
書(

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可)

、
保
健
師
免
許
証

の
写
し

●
選
考
方
法　

書
類
お
よ
び
面
接
試
験

　

※
面
接
日
は
申
込
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　

11
月
30
日(

月)

ま
で

●
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
818-

0013 

市
内
岡
田
３-

11-

１

　

健
康
推
進
課(

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内)

　

☎(

９
２
０)
８
６
１
１
／
FAX(

９
２
６)

６
０

０
６
／
電
子
メ
ー
ルkenkou@

city.chikushino.
fukuoka.jp

騒そ
う

音お
ん

・
振し

ん

動ど
う

の
指し

定て
い

地ち

域い
き

の
告こ

く

示じ

を
行お

こ
な

い
ま
し
た

　

市
で
は
、
騒
音
規
制
法
・
振
動
規
制
法
に

基
づ
き
、
特
定
施
設(

※
１)

、
特
定
建
設
作

業(

※
２)

、
自
動
車
騒
音
等
に
よ
る
騒
音
・

振
動
を
規
制
す
る
地
域
を
市
内
全
域
と
し
て

指
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
１
日
に
、
そ
の
指
定
地
域

を
都
市
計
画
法
の
用
途
地
域
と
す
る
変
更
を

行
い
ま
し
た
。　

　

そ
れ
に
よ
り
、
筑
紫
野
都
市
計
画
総
括
図

で
、確
認
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

筑
紫
野
都
市
計
画
総
括
図
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
閲
覧
、
都
市
計
画
課
で
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

騒
音
・
振
動
の
詳
細
な
規
制
内
容
に
つ
い

て
は
、市
環
境
課
窓
口
、ま
た
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
確
認
で
き
ま
す
。

※
１ 

特
定
施
設
と
は
、
工
場
お
よ
び
事
業
場

に
お
け
る
金
属
加
工
機
械
、
空
気
圧
縮
機
な

ど
の
著
し
い
騒
音
を
発
生
す
る
施
設
の
こ
と

で
、
市
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

※
２ 

特
定
建
設
作
業
と
は
、
く
い
打
機
、
ブ

レ
ー
カ
ー
な
ど
を
使
用
す
る
著
し
い
騒
音
を

発
生
す
る
建
設
作
業
の
こ
と
で
、
市
へ
の
届

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
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■市役所からのお知らせ

ち
く
し
の
健け

ん

康こ
う

川せ
ん

柳り
ゅ
う

　

入に
ゅ
う

賞し
ょ
う

作さ
く

品ひ
ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う

し
ま
す

　

７
月
15
日
号
で
募
集
し
ま
し
た
「
ち
く
し

の
健
康
川
柳
」
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
掲
載
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

☎(

９
２
０)

８
６
１
１

★
最
優
秀
賞　

吉
田 

敬
子
さ
ん

四
季
拾
い　

出
会
い
も
拾
う　

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ★
優
秀
賞　

平
山 

功
基
さ
ん

ほ
ほ
え
み
は　

明
日
に
つ
な
が
る　

命
か
な

★
優
秀
賞　

西
田 

省
三
さ
ん

ボ
ケ
た
か
と　

思
う
間
は　

大
丈
夫

★
特
別
賞(

会
長
賞)  

び
く
ん
亭
酔
人
さ
ん

背
筋
伸
び　

寿
命
も
延
び
る　

ス
ト
レ
ッ
チ

★
特
別
賞(

カ
ミ
ー
リ
ヤ
賞)  

平
山
明
香
里
さ

ん食
べ
よ
う
よ　

一
日
三
食　

か
む
宝

★
特
別
賞(

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
月
間
賞)  

よ

た
ろ
う
さ
ん

眺
め
よ
し　

歩
い
て
楽
し　

宝
満
山

★
奨
励
賞　

八
尋 

千
尋
さ
ん

い
つ
ま
で
も　

２
人
元
気
で　

け
ん
か
す
る

★
奨
励
賞　

佐
藤 

孚
実
子
さ
ん

ほ
め
あ
っ
て　

夫
婦
の
脳
の　

活
性
化

★
奨
励
賞　

田
渕 

明
彦
さ
ん

病
院
で　

気
づ
く
普
段
の　

あ
り
が
た
さ

★
奨
励
賞　

岡
島 

ハ
ツ
ミ
さ
ん

ダ
イ
エ
ッ
ト　

少
し
だ
け
ね
と　

又
お
や
つ

★
奨
励
賞　

定
兼 

千
代
子
さ
ん

緑
黄
食　

食
べ
て
歩
い
て　

健
康
に

10月４日(日)に開催したカミーリヤフェスティバル
で表彰式を行いました。

　

こ
の
た
び
「
ち
く
し
の
散
歩
」
の
１
１
０
号
〜
１
１
３
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

▽ 

「
市
指
定
文
化
財　

山
家
宿
の
恵
比
須
石
像
」

▽ 

「
宝
満
山
の
山
伏
」

▽ 

「
柚
須
原
観
音
堂
の
聖
観
音
坐
像
」

▽ 

「
帆
足
氏
と
二
日
市
宿
」

　
「
ち
く
し
の
散
歩
」は
、

筑
紫
野
市
の
歴
史
や
文
化

を
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と
め

た
Ｂ
５
版
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
で
す
。
地
域
別
、
時
代

別
、
史
跡
や
人
物
な
ど
の

分
野
別
に
、
自
由
に
分
類

し
て
歴
史
散
策
や
学
習
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

博
物
館
で
無
料
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

歴
史
博
物
館

　

☎(
９
２
２)

１
９
１
１

新あ
た
ら

し
い
「
ち
く
し
の
散さ

ん

歩ぽ

」
が
で
き
ま
し
た

※ １１３種類のうち４種類は欠番となっています。

筑紫野市歴史博物館 ふるさと館ちくしの 情報
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マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

■相談窓口をかたる詐欺に要注意
　消費生活センターや国民生活センターなど消
費生活相談を受け付けている相談窓口をかたっ
て「過去の消費者トラブルの被害回復をする」
「個人情報が悪質業者に漏れているので削除の手
続きをする」などの案内をし、最終的にはお金を
だまし取るという詐欺が全国的に増えています。
　筑紫野市でも「東京の消費生活センターから
電話がかかってきたが信用できるか」などの問
い合わせが数件入っています。
　消費者トラブルを防ぐ役目の消費生活センター
がそのような詐欺の手口として利用されている

のはとても残念なことです。
　相談中の人には、手続きの必要上、消費生活
センターから連絡することはありますが、こち
らから電話をかけて相談にのるということはな
く、ましてや「被害を回復します」「個人情報を
削除します」などと言うこ
とは絶対にありません。
　自分やご家族が相談した
覚えが無いのに急に電話が
かかってきた時は、不審な
電話ですので十分ご注意く
ださい。

消
しょう

費
ひ

生
せい

活
かつ

センターから、
被
ひ

害
がい

回
かい

復
ふく

の手
て

伝
つだ

いをするなどの電
でん

話
わ

をすることはありません!!

消費生活センターだより☎

●消費生活センター相談専用電話　☎(９２３)１７４１ (平日9時～11時45分、13時～16時30分)

●11月から、簡易書留(転送不可)で住所地に送付し
ています。11月末頃までには配送を終える予定で
す。11月末頃までに通知カードが届かない場合は、
お問い合わせください。

●個人番号カードは、本人確認書類として利用でき
るほか、電子申請などが行える公的個人認証サー
ビス機能が標準搭載されます。個人番号カードの
交付を希望する人は別途申請が必要です。

※詳しくは、通知カードに同封の案内パンフレット
をご覧ください。

マイナンバー通知カードを送付しています 個人番号カードの交付を希望する人は
申請が必要です

個人番号カード交付までの流れ
11月中 平成28年１月以降
①通知カードと交付
　申請書が郵送で
　届きます。

②交付申請書に必要事項を
　記入し、顔写真を添付し
　郵送

③個人番号カードの交付
　準備ができましたら、
　交付通知書が届きます。

④通知カードと本人確認書類を
　持参し、市役所へ受取りに
　行きます。
通知
カード

本人確認
書類

通知
カード

交付申請書 交付通知書
（ハガキ）

交付申請書

氏名
住所
・
・

顔写真

始
は じ

まっています。マイナンバー
●問い合わせ先　市民課
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ち く し の ク リ ッ プ●問い合わせ先　秘書広報課Chikushino City Topics

　市内山家の山家宝満宮神楽殿で、市の無形民俗文
化財「山家岩戸神楽」が奉納されました。
　神楽奉納は、氏神に秋の豊作を感謝する神事で、
伝統の保存につとめている山家岩戸神楽保存会や山
家小学校岩戸神楽クラブの皆さんにより、命割(演目) 
18番のうち13番が奉納され、訪れた多くの観客は、
伝統的な舞と太鼓や笛の音を楽しんでいました。

「天の岩戸」の一場面

10/17

市指定無形民俗文化財 山家岩戸神楽

460年の伝統をもつ
優雅な舞を披露

　技術の向上と他地区との交流を目的に標記大会が
筑紫運動広場で開催され、市内外から８チーム、100
人を超える選手が参加し、はつらつとしたプレーで
大いに盛り上がりました。
　各ブロックを勝ち抜いたUNITY(前回優勝チーム)
と大野北レディース(筑紫野市レディースリーグ所属)
による決勝戦では、最終回裏の攻撃で３ランホーム
ランが飛び出し、３対２で大野北レディースが逆転
勝利し、優勝を飾りました。

最終打席で劇的勝利を飾りました

10/18

第31回 筑紫野市長杯レディースソフトボール大会

爽やかな青空の下、
熱戦が繰り広げられる

　山家小校区青少年指導員会の皆さんによる宿泊学
習会が、国立夜須高原青少年自然の家で開催されま
した。山家小学校の４年生～６年生の児童、26人が
参加しました。
　この学習会は、家族と離れて１泊２日の団体行動
を行うことにより、子どもたちの心の成長を期待す
るものです。子どもたちは、野外活動や星座観察な
どを楽しみながら過ごしていました。

野外活動で行った「林間ボブスレー」

10/
17-18

山家小校区宿泊体験学習会

自然の中で団体行動を学ぶ

　二日市中学校２年生の東口 ゆうさんが、10月23
日に神奈川県横浜市で開催される第46回ジュニアオ
リンピック陸上競技大会・走幅跳びに出場すること
が決定し、藤田市長に報告しました。
　今年の４月から走幅跳びを始めた東口さん。一気
に記録を伸ばし、福岡県大会で１位となり、ジュニア
オリンピックの出場を決めました。「自己ベストを伸
ばして決勝に残りたい」と藤田市長に抱負を語って
くれました。

二日市中学校の稲田校長(左)、東口さん(右)と藤田市長(中央)

10/15

ジュニアオリンピック出場決定報告

県大会で優勝
全国の舞台でジャンプ！
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市内のイベントや出来事をお知らせしますChikushino City Topics

　原田ふれあい防火フェスタ2015が原田公民館を
中心に開催され、多くの人が参加しました。このイ
ベントは、楽しみながら防火・防災を学ぼうと原田
婦人防火クラブを中心に、原田区の皆さんが毎年実
施しているもので、今回で19回目となります。
　原田婦人防火クラブ委員長の立花 良子さんは「参
加いただいた皆さんが防火・防災について一つでも
学んでもらえたら」と話していました。

水消火器体験

10/25

原田ふれあい防火フェスタ

楽しみながら
防火・防災を学ぼう

　標記の大会が筑紫野太宰府消防組合消防本部主催
で、市内の上古賀グラウンドで開催されました。こ
の大会は、屋内消火栓・スプリンクラー設備の操作
要領とその熟達を図ることを目的に、消防本部管内
でそれら設備を設置している事業所に募集を行い、
約２週間の訓練を経て開催されています。
　今回は16チーム(男子の部９チーム、女子の部７
チーム)が出場し、訓練の成果を発揮し、機敏に屋内
消火栓による消火操法を行っていました。

ホース延長を行う、筑紫農業協同組合　女子チームの選手

10/31

第27回 屋内消火栓操法大会

万が一のとき
職場を火災から守るために

　藤田市長が小中学校で、子どもたちと一緒に給食
を食べ、語り合う学校給食訪問を実施しています。
今年度は、山口小学校、天拝中学校、筑紫野南中学
校、二日市北小学校の４校を訪問しました。
　二日市北小学校を訪問した際には、９人の児童の
皆さんから「市長はどのような仕事ですか」「市長
になられたきっかけは何ですか」といった質問や、
給食についての意見・要望などを直接聴きました。

二日市北小学校児童の皆さんの質問に答える藤田市長

10/22

学校給食訪問

子どもたちと
給食を食べ語り合う

　市内杉塚の鬼木 米一さんが、10月17日～19日に
山口県で開催された全国健康福祉祭(ねんりんピック)
にグラウンド・ゴルフ県代表６人のうちの一人とし
て出場、健闘し、市長に報告がありました。
　鬼木さんは、所属クラブの練習以外にも大会や練
習に積極的に参加し、他にフルマラソンなどに年間
20大会出場する上、農作業でも汗を流すなど精力的
に活動されています。｢次はマラソンでねんりんピッ
クに出てみたい｣ と話してくれました。

10/28

第28回 全国健康福祉祭やまぐち大会出場報告

グラウンド・ゴルフで
ねんりんピックに出場！
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【問い合わせ先】生涯学習課【問い合わせ先】生涯学習課
☎ ０９２(９１８)３５３５／FAX ０９２(９２３)０４１６☎ ０９２(９１８)３５３５／FAX ０９２(９２３)０４１６
電子メール　k-gakushuu@city.chikushino.fukuoka.jp電子メール　k-gakushuu@city.chikushino.fukuoka.jp

地域づくりをすすめたいという願いをこめて名付けました。

生涯学習情報生涯学習情報

み んなで仲良く料理にチャレンジ！ 12月は
心はずむクリスマスメニューです。

◆日時　12月19日(土) 10時30分～14時
◆場所　生涯学習センター２階  調理室
◆対象・定員　小学４年生～中学３年生・18人
◆メニュ ー　ローストチキン(手羽元)、鶏のから揚

げ(鶏メニュー2種は「はかた地鶏」使用)、
サラダ、スープ、クリスマスシフォンケーキ

◆受講料　無料　　◆材料費　500円
◆申込期限　11月27日(金) 必着
◆ 申し込み方法　ハガキまたは生涯学習課で配布
する受講申込書に、①講座名、②郵便番号、③住
所、④氏名(ふりがな)、⑤年齢(学年)、⑥性別、
⑦電話番号を記入してお申し込みください。

◆申し込み・問い合わせ先
　〒818-0057 市内二日市南1-9-3
　生涯学習センター内　生涯学習課
　「ちくしの文化講座」係

ちくしの文化講座 料理講座(青少年事業)

みんなでゆかいにクッキング
問 生涯学習課 ☎(918)3535 (代表)

手 作りのしめ飾りで新年を迎えませんか。地元
農家、施設ボランティアの皆さんの指導で

いろいろなデザインのしめ飾りを作ります。

◆日時　12月23日(祝・水) 10時～12時
◆場所　竜岩自然の家
◆対象・定員　市内在住在勤
　　　　　 　の人・20人
※小学生以下は保護者同伴
◆参加費　無料
◆材料費　500円／個
◆申し込み方法
　12月1日(火)９時から受け付けます。
　 竜岩自然の家窓口、または電話で申し込みくだ
さい。(先着順で定員になりしだい締め切ります)
◆申し込み・問い合わせ先
　竜岩自然の家  ☎(921)3455 (市内柚須原373-1)
　※申し込み、問い合わせは、休所日 (毎週水曜日)を
　　除く９時～17時の間にお願いします。

竜岩自然の家 主催事業

しめ飾
かざ

り作
づく

り
問 竜岩自然の家  ☎(921)3455

↑  昨年のようす

来 年１月に開催する成人式の運営ボランティアスタッフを募集します。
新成人を祝う催しをいっしょに支えてみませんか。

◆成人式日程　平成28年1月10日(日) 14時～
◆場所　筑紫野市文化会館 (市内上古賀1-5-1)
◆内容　会場整理係、新成人受付、撮影係 (シャッター押します隊) など
◆対象・定員　中学生以上25歳までの人で、成人式当日に参加できる人・20人程度
◆ 申し込み方法　12月11日(金) までに生涯学習課  生涯学習推進・青少年担当まで
　　　　　電話またはメールで「住所、氏名、電話番号、年齢(学生は学校名・学年)」
　　　　　をお伝えください。
　　　　※電子メールは件名に「成人式ボランティアスタッフ」と記入してください。
◆申し込み・問い合わせ先　生涯学習課  生涯学習推進・青少年担当
　　　　　☎(918)3535(代表)  電子メール k-gakushuu@city.chikushino.fukuoka.jp

平成27年度「成人式」事業

「成
せ い

人
じ ん

式
し き

」ボランティアスタッフ募
ぼ

集
しゅう

問 生涯学習課 生涯学習推進・青少年担当 ☎(918)3535 (代表)

→

昨
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
活
動
風
景
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MOYAI INFORMATION
講座案内＆お知らせ

「もやい」とは、地域共同体をさしており、地域のふれあいや仲間づくり・連帯をあらわすことばです。お互いに交流・連帯し 

このゆびとまれ♪

ボ ランティア活動に役立つ技の学習や情報交換
を、毎月６地区で開催中。ボランティア活

動をしてみたい人、ボランティアを頼みたい人など、
どなたでも参加しやすい場所にどうぞ。
12月の予定  申し込み問い合わせは下記事務局まで

会場 日時 内容

山家コミュニティ
センター

12月1日(火)
13時30分
～15時30分

クリスマス
カード作り
持ハサミ、のり

御笠コミュニティ
センター

12月7日(月)
13時30分
～15時30分

干支の置き物
持ハサミ、かぎ
針、針と糸

山口コミュニティ
センター

12月9日(水)
13時30分
～15時30分

切り絵で作る
お猿さん
持カッター

二日市コミュニティ
センター

12月10日(木)
10時～12時

布ぞうり
持 (要問い合わせ)

筑紫コミュニティ
センター

12月11日(金)
13時30分
～15時30分

楽しいリース
＆しめ縄作り
持クリスマス飾り他

筑紫南コミュニティ
センター

12月17日(木)
10時～12時

しめ縄作り
持ハサミ

※持持参品詳細は申し込み受付時にお知らせします

あしきっこ子
こ

ども広
ひろ

場
ば

◆日時　12月５日(土) 10時～12時
◆場所　阿志岐小学校 体育館 (市内阿志岐2350)
◆対象　子どもから大人までどなたでも
◆内容　折り紙でクリスマス飾りほか
◆参加費　無料
※申し込み不要。当日、会場にお越しください。

◆申し込み・問い合わせ先
　生涯学習ボランティアバンク事務局
　生涯学習センター内
　☎(918)3220(直通)　FAX (918)3230
※開室時間：月～金曜日９時30分～16時30分

ちくしの文化講座 多目的ホール事業

クリスマスコンサート

ち くしの文化講座・定期講座「アコースティッ
クギター」と「フルート講座」の受講生が

クリスマスコンサートを行います。学校や仕事、
家庭とそれぞれが忙しい中、月２回、仲間と楽しく
練習してきました。音楽の楽しさが伝わるステー
ジにしたいと思っています。
　また、当日はゲスト出演として春日市で活躍して
いるゴスペル愛好会「シェルブレイク」をお招き
します。どうぞお楽しみに！　　 入場無料
◆日時　12月19日(土)
　　　　12時20分～15時30分
◆場所　生涯学習センター  1階  多目的ホール
　問 生涯学習課　 ☎(918)3535(代表)

↑　昨年のコンサートのようす　↑

筑紫南コミュニティセンター
筑紫南コミュニティ 運営協議会  絆・交流部会 共催

スマイルタウン 風
かぜ

の音
おと

コンサート
～クラリネットの古賀久美子さんと

　　 地域の音楽仲間たち～ 入場無料
◆日時　12月6日(日)
　　　　13時開場
　　　　13時30分開演
◆場所　筑紫南コミュニティ
　　　　センター
　　　　(市内原田4-16-6)
◆対象・定員　どなたでも
　　　　・200人
◆ 申し込み方法　11月18日(水)から受け付けます。
筑紫南コミュニティセンターまで電話またはＦＡＸ
で申し込みください。
　 FAXの場合、「風の音コンサート参加希望」と表
題に記入のうえ、氏名(参加者全員)、住所(行政区
のみ)、電話番号(代表者のみ)を明記

◆問い合わせ先
　筑紫南コミュニティセンター
　☎(919)8400　FAX(919)8448

＊生涯学習センターからのお知らせ＊

○生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

センター休
きゅう

館
かん

日
び

のお知
し

らせ
11月23日(祝・月)定例休館日(毎月第４月曜日）
問 生涯学習課　☎(918)3535(代表)

生涯学習ボランティアバンク生涯学習ボランティアバンク
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CHIKUSHINO INFORMATION
く
ら
し

刃は

物も
の

研と

ぎ
、ま
な
板い

た

削け
ず

り

●
日
時 

12
月
８
日(

火)

、
10
時
〜
15

時　
●
場
所 

筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
二
日
市
作
業
所(

市
内
二

日
市
西
２-

14-

１
、ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
横)　
●
料
金 

菜
切
包
丁
４
０

０
円
な
ど(

刃
こ
ぼ
れ
な
ど
別
途
料
金)

、

木
製
ま
な
板
５
５
０
円
か
ら　

●
問

い
合
わ
せ
先 

筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎(

９
１
９)

７
７
５
５

イ
ベ
ン
ト

暴ぼ
う

力り
ょ
く

追つ
い

放ほ
う

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

民み
ん

大た
い

会か
い

●
日
時 

11
月
27
日(

金)

、
14
時
〜
16

時　
●
場
所 

北
九
州
芸
術
劇
場(

北
九

州
市
小
倉
北
区)　
●
内
容 

式
典
、
特

別
講
演　
●
問
い
合
わ
せ
先 

県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
☎(

６
５
１)

８
９
３
８

●
講
師 

渡
部 

邦
昭
さ
ん(

九
州
歴
史

資
料
館
学
芸
員)　

●
テ
ー
マ 

「
ふ
る

さ
と
の
結
婚
〜
福
岡
県
内
市
町
村
合

併
史
〜
」　
●
定
員 

80
人　
●
問
い
合

わ
せ
先 

同
館
☎(

９
１
９)

６
１
６
６

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

２
０
１
５

　

筑
紫
地
区
商
工
会
合
同
で
、
開
催

し
ま
す
。
商
工
会
会
員
の
み
で
な
く
、

一
般
事
業
者
の
来
場
も
で
き
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
※
入
場
無
料

●
日
時 
11
月
26
日(

木)

、
11
時
〜
17

時　

●
場
所 
大
野
城
市
北
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー(
大
野
城
市
御
笠
川)　

●
来
場
対
象
者 
商
工
会
会
員
、
一
般

事
業
者
、
バ
イ
ヤ
ー　

●
問
い
合
わ

せ
先 

筑
紫
野
市
商
工
会
☎(
９
２
２)

２
３
６
１

博は
か
た
ざ

多
座「
市し

民み
ん

半は
ん

額が
く

観か
ん

劇げ
き

会か
い

」

　

博
多
座
１
月
公
演
「
放
浪
記
」(

出

演 

仲
間 

由
紀
恵
ほ
か)

が
半
額
で
観

劇
で
き
ま
す
。

●
日
時 

平
成
28
年
１
月
７
日(

木)

11

時
30
分
、
８
日(

金)

11
時
30
分
、
10

日(

日)

11
時
30
分
、
11
日(

月)

11
時

30
分
、
16
時
30
分
、
13
日(

水)

11
時

30
分
、
15
日(

金)

11
時
30
分
、
16
日

(

土)

16
時
30
分　
●
場
所 

博
多
座(

福

岡
市
博
多
区)　
●
料
金 

Ａ
席
７
０
０

０
円(

通
常
１
万
４
０
０
０
円)

※
手

数
料
等
別
途　
●
定
員 

各
１
０
０
人

(

応
募
多
数
の
場
合
抽
選)　

●
申
込

方
法 

ハ
ガ
キ
に
希
望
日
時(

１
通
１

公
演)

、
参
加
人
数(

２
人
ま
で)

、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
11
月
25
日(

水)

ま
で
に
〒
810-

8799 

日
本
郵
便(

株)

福
岡

中
央
郵
便
局
留
「
市
民
半
額
会
」
へ

郵
送　
●
問
い
合
わ
せ
先 

日
本
演
劇

興
行
協
会
市
民
半
額
会
事
務
局
☎(

７

５
１)

８
２
５
８(

平
日
10
時
〜
18
時)

環か
ん

境き
ょ
う

ボ
ラ
ン
ティ
ア
研け

ん

修し
ゅ
う

in 

英ひ
こ
さ
ん

彦
山
Ⅲ

●
日
時 

11
月
29
日(

日)

、
10
時
〜
15

時
45
分　
●
集
合
場
所 

英
彦
山
青
年

の
家(

田
川
郡
添
田
町)　

●
内
容 

森

林
整
備
、グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
、

植
樹
作
業
、
講
話　

●
参
加
費 

５
０

０
円　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先 

同
青
年
の
家　
☎
０
９
４
７(

８
５)

０
１
０
１

マ
ン
シ
ョ
ン
大だ

い

規き

模ぼ

修し
ゅ
う

繕ぜ
ん

セ
ミ
ナ
ー

●
日
時 

11
月
28
日(

土)

、
13
時
〜
17

時
※
入
場
無
料　
●
場
所 

都
久
志
会

館(

福
岡
市
中
央
区)　
●
内
容 

講
演
、

個
別
相
談
会(

要
予
約)　
●
問
い
合
わ

せ
先 

マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
協
議

会
福
岡
南
部
支
部(

樋
口)

☎
０
９
４
２

(

４
４)

１
６
１
６

公い
ち
ょ
う

孫
樹
ま
つ
り

●
日
時 

11
月
29
日(

日)　
●
場
所 

二

日
市
八
幡
宮
境
内　

●
内
容 

イ
ベ
ン

ト
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど　

●
問
い

合
わ
せ
先 
公
孫
樹
ま
つ
り
∞
め
ぐ
る

会(

内
野)

☎
０
９
０(
８
８
３
９)

１
９

１
１

「
紙か

み

、や
ど
る
形か

た
ち

」展て
ん

●
日
時 

開
催
中
〜
11
月
23
日(

月・祝)

※
月
曜
日
休
館
、
10
時
〜
18
時(

入
場

は
17
時
30
分
ま
で)　
●
場
所 

福
岡
県

立
美
術
館(

福
岡
市
中
央
区)　
●
観
覧

料 

一
般
３
０
０
円
、
高
大
生
１
４
０

円
、小
中
生
6
0
円　
●
問
い
合
わ
せ

先 

同
美
術
館
☎(

７
１
５)

３
５
５
１

ぼ
し
ゅ
う

福ふ
く

岡お
か

共き
ょ
う

同ど
う

公こ
う

文ぶ
ん

書し
ょ

館か
ん

公こ
う

開か
い

講こ
う

座ざ

●
日
時 

11
月
29
日(

日)

、
14
時
〜
15

時
30
分
※
入
場
無
料
、
要
事
前
申
込　

お知らせ

INFORMATION

電話番号案内 ☎
 市役所  ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••  (923)1111
上下水道料金総務課 料金担当  •••  (923)7111
上下水道工務課 給排水担当  •••••••  (923)7172
山口コミュニティセンター  ••••••••••••  (922)2551
筑紫コミュニティセンター  ••••••••••••  (926)2913
山家コミュニティセンター  ••••••••••••  (926)2809
御笠コミュニティセンター  ••••••••••••  (922)2601
二日市コミュニティセンター  •••••••••  (920)5123
筑紫南コミュニティセンター  •••••••••  (919)8400
生涯学習センター  •••••••••••••••••••••••  (918)3535
市民図書館  •••••••••••••••••••••••••••••••••  (928)4343
歴史博物館  •••••••••••••••••••••••••••••••••  (922)1911
人権文化センター  •••••••••••••••••••••••  (926)4136
カミーリヤ  •••••••••••••••••••••••••••••••••••  (920)8000
文化会館  •••••••••••••••••••••••••••••••••••••  (925)4321
クリーンヒル宝満 •••••••••••••••••••••••••  (926)5300
筑慈苑(火葬場)  •••••••••••••••••••••••••••  (926)1892
社会福祉協議会  ••••••••••••••••••••••••••  (920)8008
シルバー人材センター  •••••••••••••••••  (919)7755
筑紫野警察署  ••••••••••••••••••••••••••••••  (929)0110
筑紫野消防署  ••••••••••••••••••••••••••••••  (924)5034

９月の交通事故

市内の人身事故のみ
・発生件数　52件 (513件)
・死者数　　 0人 (１人)
・負傷者数　72人 (712人)
死者・負傷者訳の主なもの
・自転車　　  6件 (75件)
・高齢者(65歳以上)
　　　　　　17件 (151件)

飲酒運転事故件数０件(1件)
※(　)内は１月からの累計
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お知らせコーナー

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

宮み
や

地じ

岳だ
け

西せ
い

麓ろ
く

自し

然ぜ
ん

観か
ん

察さ
つ

参さ
ん

加か

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

●
日
時 
平
成
28
年
１
月
31
日(

日)

、

８
時
30
分
集
合　
●
集
合
場
所 

天
山

公
民
館　
●
内
容 
宮
地
岳
西
麓
の
自

然
観
察
と
生
態
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査　

※
昼
食(

お
に
ぎ
り)
を
準
備
く
だ
さ

い　
●
対
象
者 

中
学
生
以
上　
●
申

込
方
法 

12
月
20
日(

日)

ま
で
に
「
住

所
、氏
名
、性
別
、年
齢
」
を
明
示
し
、

申
し
込
み　

●
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先 

天
山
里
山
保
存
活
動
組
織
事

務
局
長(

井
上)

☎(

９
２
６)

２
８
９
１

／
電
子
メ
ー
ルinouem

otoo1940@
chim

e.ocn.ne.jp

シ
ル
バ
ー
ほ
ほ
え
み

「
子こ

連づ

れ
で
コ
ン
サ
ー
ト
」

●
日
時 

12
月
11
日(

金)

、10
時
〜
11
時

30
分　

●
場
所 

筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー(

市
内
岡
田
、
カ
ミ
ー

リ
ヤ
南
側
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
Ｃ
棟)　

●
定
員 

先
着
40
組　
●
対
象 

未
就
学

児
と
保
護
者　
●
申
込
期
限 

12
月
４

日(

金)

ま
で　
●
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先 

同
セ
ン
タ
ー
☎(

９
１
９)

７

７
５
５ 

※
参
加
無
料

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
ゼ
ロ
か
ら
始は

じ

め
る

パ
ソ
コ
ン
教き

ょ
う

室し
つ

【
ワ
ー
ド
入
門
】
●
日
時 

12
月
１
日
、

８
日
、
15
日
、
22
日(

毎
週
火
曜
日
４

支
援
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人　

●
申
込
受
付 

11
月
24
日(

火)

〜
30
日(

月)

の
９
時
〜
17
時
に
電
話

で
受
付　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先 

同
学
園
☎(

９
２
６)

７
８
０
０

ひ
と
り
親お

や

家か

庭て
い

、 

寡か

婦ふ

家か

庭て
い

対た
い

象し
ょ
う

お
た
の
し
み
会か

い

●
日
時 

12
月
６
日(

日)

、11
時
〜
14
時　

●
場
所 

カ
ミ
ー
リ
ヤ
調
理
室　
●
内

容 

の
り
巻
き
作
り
と
会
食　
●
定
員 

先
着
30
人　
●
参
加
費 

会
員
５
０
０

円
、
会
員
外
１
５
０
０
円　

●
申
込

期
限 

11
月
28
日(

土)

ま
で　

●
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

筑
紫
野
市
母

子
寡
婦
福
祉
会
☎(

９
２
７)

２
３
０
６

※
10
時
〜
16
時
、
月
曜
日
休
み

筑ち
く

紫し

野の

市し

歩あ
る

こ
う
会か

い

﹇
12
月
６
日(

日)

﹈
９
時
25
分
に
西
鉄

二
日
市
西
バ
ス
停
〜
平
田
バ
ス
停(

受

付)
〜
牛
頸
ダ
ム(

水
辺
公
園)

〜
中
央

公
園(
い
こ
い
の
森)(

昼
食)

〜
平
野
神

社(
解
散)
〜
山
口
バ
ス
停

﹇
12
月
20
日(
日)
﹈
８
時
35
分
に
西
鉄

朝
倉
街
道
バ
ス
停
〜
コ
ス
モ
ス
プ
ラ

ザ
バ
ス
停
〜
百
万
池
公
園(

受
付)

〜

當
所
神
社
〜
み
な
み
の
里(
昼
食)

〜

篠
隈
バ
ス
停(

解
散)

※
こ
の
他
に
も
定
例
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。 

●
持
参
品 

弁
当
・
水
筒
・

手
袋
・
タ
オ
ル
な
ど　

※
小
雨
決
行　

●
参
加
費 

２
０
０
円
／
日　
●
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

兼
田
☎(

９
２

７)

１
８
７
９

職し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

訓く
ん

練れ
ん

講こ
う

習し
ゅ
う

【
原
始
機(

げ
ん
し
ば
た)

に
よ
る
織
物
・

染
色
講
習
】
身
近
に
あ
る
道
具
を
利

用
し
た
原
始
機
技
法
の
織
り
と
染
色

に
よ
る
作
品
製
作
講
習
。

●
期
間 

平
成
28
年
１
月
12
日(

火)

〜

３
月
８
日(

火)

の
火
曜
日
、
全
９
回
、

10
時
〜
16
時　
●
場
所 

福
岡
地
区
職

業
訓
練
協
会(

福
岡
市
東
区)　
●
定
員 

先
着
15
人　
●
受
講
料 

３
万
１
千
円　

●
申
込
方
法 

12
月
２
日(

水)

９
時
か

ら
電
話
で
申
し
込
み　
●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先 

同
協
会
☎(

６
７
１)

６
８
３
１

保ほ

育い
く

士し

の
体た

い

験け
ん

実じ
っ

習し
ゅ
う

　

結
婚
や
出
産
、
定
年
な
ど
に
よ
り

保
育
現
場
を
離
れ
て
い
る
人
の
再
就

職
を
支
援
す
る
た
め
、
保
育
所
で
体

験
実
習
を
行
い
ま
す
。(

参
加
無
料)

●
日
程 

12
月
３
日(

木)

〜
９
日(

水)

、

平
成
28
年
１
月
13
日(

水)

〜
26
日(

火)

の
間
の
１
日
間　

●
時
間　

10
時
〜

15
時　
●
場
所　

県
内
の
保
育
所(

24

カ
所)　
●
定
員　

１
回
あ
た
り
５
人　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡

県
保
育
協
会
☎(

５
８
２)

７
９
５
５

／
HP http://w

w
w.fphk.jp/　

※
希

望
の
勤
務
条
件
に
合
う
保
育
所
へ
の

就
職
あ
っ
せ
ん
も
行
っ
て
い
ま
す

サ
ー
ク
ル

会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー
ク
ル
に

直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

筑ち
く

紫し

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

●
日
時 

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
、
20

時
〜
22
時　
●
場
所 

筑
紫
小
学
校
体

育
館　

●
問
い
合
わ
せ
先 

岩
井
☎(

９

２
６)

８
２
８
９

 

そ
う
だ
ん（
無む

料り
ょ
う

）

ひ
と
り
親お

や

家か

庭て
い

の
人ひ

と

対た
い

象し
ょ
う

弁べ
ん

護ご

士し

に
よ
る
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

●
日
時 

▽
12
月
２
日(

水)

・
平
成
28
年

１
月
６
日(

水)

、
13
時
〜
15
時　
▽
12

月
９
日(

水)

・
24
日(

木)

、
18
時
30
分

〜
20
時
30
分　

●
場
所 

ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ(

春
日
市)

※
希
望
者
は
事
前
に

電
話
で
申
し
込
み(

先
着
順)　
●
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
☎(

５
８
４)

３

９
２
２

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
期

11
月
30
日(

月)

ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先 

筑
紫
県
税
事
務

所
課
税
課
☎(

５
１
３)

５
５
７
４

日
間)

、
９
時
〜
12
時　

●
場
所 

筑

紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ｏ

Ａ
研
修
室(

市
内
岡
田
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ

南
側
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
Ｃ
棟)　
●
内

容 

ワ
ー
ド
の
基
本
、
文
書
作
成
な
ど　

●
対
象 

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

き
る
人　

●
料
金 

５
２
０
０
円(

テ

キ
ス
ト
代
等)　

●
定
員 

先
着
12
人　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

同
セ

ン
タ
ー
☎(

９
１
９)

７
７
５
５

平へ
い

成せ
い

28
年ね

ん

度ど

春か
す
が日

基き

地ち

モ
ニ

タ
ー
募ぼ

集し
ゅ
う

●
応
募
資
格 

日
本
国
籍
を
有
し
た
市

内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人(

議
員
、
公

務
員
、
隊
員
家
族
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
、
協

力
団
体
役
員
を
除
く)　
●
活
動
内
容 

部
隊
研
修
・
基
地
行
事
な
ど
へ
の
参
加
、

会
議
の
出
席
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
協

力
な
ど　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先 

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地
広
報
班

☎(

５
８
１)

４
０
３
１
／
HP http://
w
w
w.m
od.go.jp/asdf/kasuga/

index.htm
l

さ
る
び
あ
学が

く

園え
ん

日に
っ

中ち
ゅ
う

一い
ち

時じ

支し

援え
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

●
利
用
日 

12
月
24
日(

木)

、25
日(

金)

、

28
日(

月)

、平
成
28
年
１
月
４
日(

月)

〜
７
日(

木)

の
７
日
間　

●
対
象
者 

小
・
中
・
高
等
学
校
の
特
別
支
援
学

級
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し

て
い
る
市
内
居
住
者
で
、
地
域
生
活
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無む

料り
ょ
う

調ち
ょ
う

停て
い

相そ
う

談だ
ん

会か
い

●
日
時 

11
月
29
日(

日)

、10
時
〜
15
時

(

先
着
順
・
事
前
申
込
不
要)　
●
場
所 

岩
田
屋
新
館
７
階(

福
岡
市
中
央
区)　

●
相
談
担
当 
裁
判
所
調
停
委
員　
●

相
談
内
容 

借
金
、近
隣
問
題
、夫
婦
、

親
子
、
相
続
、
扶
養
な
ど　
●
問
い
合

わ
せ
先 

福
岡
民
事
調
停
協
会
☎(
７
８

１)

３
１
４
１

定て
い

例れ
い

行ぎ
ょ
う

政せ
い

相そ
う

談だ
ん

●
相
談
内
容 

国
の
仕
事
、県
・
市
町
村

が
国
か
ら
委
任
さ
れ
て
行
っ
て
い
る

仕
事
や
国
の
補
助
金
を
受
け
て
行
っ

て
い
る
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
・

健
康
推
進
課
☎(

９
２
０)

８
６
１
１

／
FAX(

９
２
６)

６
０
０
６

弁べ
ん

護ご

士し

に
よ
る
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

●
相
談
内
容 

金
銭
・
不
動
産
・
相
続

な
ど
の
日
常
生
活
の
法
律
相
談　
●
利

用
者 

市
内
在
住
の
人　
●
相
談
場
所 

福
岡
県
弁
護
士
会「
二
日
市
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
」
市
内
二
日
市
北
１
‐３
‐８　

●
利
用
回
数 

年
度
内
１
回
ま
で　
●
利

用
方
法 

①
総
務
課
へ
電
話
で
申
し
込

む
、
②
紹
介
状
を
受
け
取
る
、
③
二

日
市
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
、

相
談
日
時
を
予
約
す
る
。
相
談
時
間

は
30
分
程
度
で
す
。
※
金
銭
相
談
の

う
ち
「
多
重
債
務
の
相
談
」
は
紹
介

状
は
不
要
で
す
。
直
接
、二
日
市
法
律

相
談
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
●
受
付
開
始 

12
月
１
日(

火)

、

８
時
30
分
〜
※
毎
月
先
着
20
人
ま
で
。

今
回
の
受
付
は
12
月
分
で
す
。
●
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課
総

務
担
当
☎(

９
２
３)

１
１
１
１

家か

庭て
い

児じ

童ど
う

相そ
う

談だ
ん

室し
つ

　

経
験
豊
富
な
家
庭
児
童
相
談
員
が
、

子
ど
も
に
関
わ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時 

平
日
の
９
時
〜
16
時　
●
場

所 

市
福
祉
事
務
所
相
談
室　
●
問
い

合
わ
せ
先 

▽
市
子
育
て
支
援
課
☎(

９

２
３)

１
１
１
１　
▽
相
談
室
直
通
☎

(

９
２
１)

１
３
０
８

年ね
ん

金き
ん

相そ
う

談だ
ん

●
日
時 

月
〜
金
曜
日(

祝
日
除
く)　

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先  

市
国
保
年

金
課 

年
金
担
当
窓
口
☎(

９
２
３)

１

１
１
１

青せ
い

少し
ょ
う

年ね
ん

電で
ん

話わ

相そ
う

談だ
ん

室し
つ

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
ち
く
し
の

●
開
設
日
時 

月
〜
土
曜
日 (

祝
日
除

く)

、
10
時
〜
18
時　

●
相
談
電
話
番
号 

☎(

９
２
３)

７
７

７
３
●
メ
ー
ル
相

談 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
相
談
受
付
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
受
付

苦
情
・
要
望
な
ど
の
相
談　

●
日
時 

12
月
２
日(

水)

、13
時
〜
16
時　
※
予

約
不
要　
●
場
所 

市
役
所
第
１
別
館

 

第
12
会
議
室　

●
問
い
合
わ
せ
先 

総

務
課
総
務
担
当
☎(

９
２
３)

１
１
１

１健け
ん

康こ
う

相そ
う

談だ
ん

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。希
望
す
る
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時 

平
日
の
９
時
〜
12
時
・
14
時

〜
17
時 
●
場
所 

カ
ミ
ー
リ
ヤ　
●
申

込
方
法 
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
み　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

休
きゅう

日
じつ

の当
とう

番
ばん

医
い 診療時間は９時～17時

(小児科は９時～23時)

● 病院などの都合で変更されることがありますので、市役所
または消防署☎(924)5034で事前に確認してください。

11月15日(日)
内 こでら内科医院 太宰府市 (９２３)７３３０
外 よこみぞ医院 立明寺 (９２１)５００１
産 西尾産婦人科医院 紫 (９２８)１１０３
小 福岡徳洲会病院 春日市 (５７３)６６２２

11月22日(日)
内 福岡大学筑紫病院 俗明院 (９２１)１０１１
外 福岡大学筑紫病院 俗明院 (９２１)１０１１
産 牛島産婦人科医院 太宰府市 (９２１)２５１１
小 福岡大学筑紫病院 俗明院 (９２１)１０１１
11月23日(月)
内 ちくし那珂川病院 二日市中央 (９２２)２２４６
外 はら脳神経外科医院 二日市西 (９２８)８８５８
産 永川産婦人科医院 紫 (９２２)３１６４
小 福岡大学筑紫病院 俗明院 (９２１)１０１１

11月29日(日)
内 丸山病院 太宰府市 (９２２)９００１
外 渡辺整形外科クリニック 太宰府市 (９２９)５３５３
産 早瀬川医院 二日市中央 (９２４)３５３１
小 福岡徳洲会病院 春日市 (５７３)６６２２

内科と外科、小児科の平日夜間当番医は、市役所・消防署に
問合せください。

小
しょう

児
に

救
きゅう

急
きゅう

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

19時～翌朝７時

休日・夜間の急な子どもの病気の対処に迷った
ときの電話相談です。 携帯電話からも可。

歯
し

科
か

休
きゅう

日
じつ

急
きゅう

患
かん

診
しん

療
りょう

診療時間は9時～16時

休日急患歯科診療所　春日市　(571) 0118
※全ての日曜日・祝日・お盆・年末年始の歯科急患に対応しています。

緊
きん

急
きゅう

漏
ろう

水
すい

時
じ

の水
すい

道
どう

当
とう

番
ばん

業
ぎょう

者
しゃ

●水道当番業者(11月後半)
日程 業者名 電話番号

11月15日 (有)ムサシ工業 (928)3867

11月16日～11月22日 (株)中央設備 (923)1144

11月23日～11月29日 (株)東筑設備工業 (925)0106

11月30日 田中住宅産業(株) (926)4355

●問い合わせ先　上下水道工務課  ☎(923)7112

11月の納
のう

税
ぜい

と納
のう

付
ふ

国民健康保険税 第６期

介護保険料 第６期

後期高齢者医療保険料 第５期

☎＃８０００
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杉
すぎやま

山颯
は や と

人ちゃん
(11月19日生まれ) 山家

1歳

我が家の天使ちゃん★これから
もみんなに見守られて笑顔いっ
ぱいすくすく育ってね♥

永
ながとみ

冨杏
あ き

季ちゃん
(11月24日生まれ) 岡田

1歳

あき♥いつもえがおで、いやし
てくれてありがとう♥げんきいっ
ぱいにおおきくなってね♥

阿
あ べ

部陽
あ き と

斗ちゃん
(11月25日生まれ) 塔原東

1歳

大好きなあきと♥生まれてきて
くれてありがとう♥あきとの笑
顔は家族の宝だよ♪

中
なかやま

山陽
ひ ま り

葵ちゃん
(11月６日生まれ) 隈

3歳

３歳おめでとう♪いつも沢山お
手伝いしてくれてありがとね♥
立派なお姉ちゃんになったよ★

牛
うしじま

島璃
り の

乃ちゃん
(11月９日生まれ) 紫

1歳

いつも、おてんばでノリノリの
璃乃♪これからも、その可愛い
笑顔でみんなを癒してね♥

谷
た に や

矢 薫
かおる

ちゃん
(11月25日生まれ) 桜台

2歳

お誕生日おめでとう♪おてんば
な薫の笑顔に癒されてます。
心の優しい女の子になってね♥

川
かわかみ

上凜
り ん か

果ちゃん
(11月23日生まれ) 山家

1歳

周りを笑顔にするその力はピカ
イチ！これからも笑顔の連鎖を
生む女の子になってね♥

前
ま え だ

田大
た い ち

智ちゃん
(11月27日生まれ) 原田

2歳

２歳おめでとう♥お歌とお喋り
上手な大智くん★これからもモ
リモリ食べて大きくなってね♪

山
やまざき

﨑壮
そういちろう

一郎ちゃん
(11月29日生まれ) 若江

3歳

★そういちろう★おたんじょう
びおめでとう★★★げんきいっ
ぱい！おおきくなってね♥★★

福
ふくなが

永拓
た く と

登ちゃん
(11月11日生まれ) 美しが丘南

3歳

３歳おめでとう♪たっくんの笑
顔が家族の幸せ♥優しく健やか
な成長を、皆で祈っているね★

畑
は た い

井咲
え み り

里ちゃん
(11月11日生まれ) 二日市北

1歳

わが家の姫♥あっという間に１
歳、おめでとう♪お兄ちゃんた
ちに負けず成長していってね♥

山
やまもと

本羽
わ か な

奏ちゃん
(11月14日生まれ) 針摺西

2歳

♥大好きな羽奏ちゃんへ♥２歳
のお誕生日おめでとう♪沢山食
べて笑って大きくなってね♪

●このコーナーの申込方法 ★コーナー名、子どもの名前(漢字、ふりがな)、誕生日（年月日）、保護者
氏名、住所、電話番号を記載して申し込みください。  ★定員 24人(各号12人、超えた場合は抽選)
※電話では受付していません。  ★３月生まれは、12月1日(火)～20日(日)に受け付けます。

★申込先 ▽電子メール hishokouhou@city.chikushino.fukuoka.jp 
▽FAX(923)5391 ▽郵送 〒818-8686(住所記入不要)筑紫野市役所
秘書広報課あて ★3歳まで ※申込時には、写真・コメントの添付は不要です。

お誕生日おめでとう!
びじょうたん

お誕生日おめでとう!
1111月月生まれ生まれ

女性センター無料相談

●申し込み・問い合わせ先　男女共同参画推進課  ☎ (918) 1311  ※11月23日(月)は休館

総合相談
●日時 月～金曜日(休館日、祝日除く)、９時～16時30分　
●相談方法 電話、面接(要予約)
家族、夫婦、職場のこと、ひとりで悩まないで！

女性弁護士による法律相談
● 日程 ①12月８日(火)【11月25日から予約受付】
　　　 ②12月22日(火)【12月９日から予約受付】
●時間 13時～16時 (１人30分程度)　
●場所 生涯学習センター内 女性相談室　
●申込方法 電話で予約

心や生き方の相談
●日時 12月３日(木)・17日(木)、13時30分～16時30
分　●場所　生涯学習センター内 女性相談室　
●申込方法  電話で予約

電話相談・ちくし女性ホットライン
　身近な人からの暴力やセクハラなどの悩みを一緒に
考えます。
● 相談日時 月～金曜日(祝日・年末年始を除く)、10時～
17時 (木曜日のみ10時～20時30分)　

●相談電話番号 ☎(５１３)７３３５



筑紫野市フェイスブック
http://www.facebook.com/ChikushinoCity/

筑紫野市ツイッター
http://twitter.com/ChikushinoCity/

筑紫野市ホームページ
http://www.city.chikushino.fukuoka.jp/
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広告の掲載は、秀英社印刷株式会社☎(923)3154に問い合わせください。

　

山
家
幼
稚
園
が
創
立
50
年
を
迎
え
、
園
で
は
記
念

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
27
日(
火)
〜
28
日(

水)

の
期
間
に
は
、
プ
レ

記
念
行
事(

園
公
開
行
事)
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
、

卒
園
生
の
皆
さ
ん
に
、パ
ネ
ル
展
示
や
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

な
ど
の
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日(

木)

に
は
、
来
賓
や
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

卒
園
生
代
表
な
ど
の
皆
さ
ん
を
迎
え
、
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
。式
典
の「
思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
」

で
は
創
立
か
ら
の
あ
ゆ
み
を
映
し
、
な
つ
か
し
い
写

真
の
数
々
に
会
場
か
ら
は
歓
声
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

卒
業
生
を
代
表
し
て
１
期
生
の
主ち

か
ら税 

勝
幸
さ
ん
が
祝

辞
を
述
べ
、「
バ
ス
通
園
を
し
て
い
て
、
帰
り
は
バ
ス

の
中
で
歌
を
歌
っ
て
帰
っ
て
、
の
ど
か
な
環
境
で
育

ち
ま
し
た
」
と
当
時
の
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

山
家
幼
稚
園
☎(

９
２
６)

１
２
８
３

豊ゆ
た

か
な
心こ

こ
ろ

を
も
ち
、
た
く
ま
し
く
生い

き
る
幼よ

う

児じ

を
育そ

だ

て
る

〜
山や

ま

家え

幼よ
う

稚ち

園え
ん

創そ
う

立り
つ

50
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

を
開か

い

催さ
い

〜

▲音楽に合わせて演技を披露する園児

▲ 祝辞を述べる卒業生代表１期生
の主税 勝幸さん

▲創立からの写真によるパネル展示

山家幼稚園の沿革概要
昭和41年　筑紫野町立山家小学

校図書館に筑紫野町
立山家幼稚園開設

　同43年　園舎落成
　同47年　市制施行により筑紫

野市立山家幼稚園に
改称

　同63年　園歌制定　園旗制定
平成７年　運動場拡張工事完了
　同10年　３歳児保育実施
　同13年　新園舎完成
　同20年　山家小学校との連携

教育開始
　同23年　預かり保育開始
　同26年　教室床全面改装

広告

広告


